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事　　業　　名

みどり資源の保全推進事業

木立ちを感じる街づくり事業

さっぽろふるさとの森づくり事業

施策
番号

　

43.6合　計　（計画事業費が 「－」 の事業は除く） 5,772,001――13,250,200

11,486 24,061

　

―

　

　

47.0

61.7

　

　

　

2,938,448 2,833,553

　

　

376,500

39,000

278,409

計 画
事 業 費

19 年 度
( 決 算 )

182,861

実　績　事　業　費
20 年 度
( 予 算 )

339,000

159,300

進捗率

( ％ )

342,161728,000

平 成 20 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書

22 年 度
( 予 算 )

（ 単位:千 円）

政 策 目 標

重 点 課 題

4

1

施
策
の
基
本
方
針

　みどり豊かな美しい風格ある街並みの実現や清らかな水環境の維持・回復を図るため、市民や企
業との協働により、みどりの保全と創出を進めます。また、人間の活動による環境負荷の減少に努
め、水辺の保全やせせらぎを回復する取り組みを推進します。

安全・安心で、人と環境にやさしい街

水とみどりの保全・育成と創出

21 年 度
( 予 算 )

―

―

計　　画　　事　　業　　の　　実　　施　　状　　況

1,384,500 ―

―

51.7715,500

合 計

　

―12,575

―

4,681,000 1,805,194 1,117,000

1,982,000

1,234

―

― ―

―

― ―

― ―

丘珠空港周辺のまちづくり事業

合流式下水道の改善事業

“ひかりの”元気の杜推進事業【再掲】

みんなが集い学び楽しむ公園緑地づくり事業

　

　

　

　

北緯43°花香る北の街づくり事業 200,000 48,683 54,700 103,383 51.7

アマとホップのフラワーロード推進事業 4,000 3,490 4,724 118.1

創成川通親水緑地整備事業 2,100,000 0 322,000 322,000 15.3

白旗山緑化復元事業 43,000 26,973 1,000 27,973 65.1

― 2,922,194 62.4

429,000

水辺とのふれあい推進事業 1,200 265 386

1,477,000 14,000 415,000 ―

― ― 480,026

29.0

― ― 651 54.3

24.2

―

― ― 0 －

201,617

多自然川づくりの推進 582,000 183,508 203,000

協働による雨水浸透の推進 ― 0 0

― ― 386,508 66.4

16,500 2,021 3,330 ― ― 5,351 32.4

学校・みどりのふれあい推進事業 ― 0 2,000 ― ― 2,000 －

国際園芸博覧会構想の検討 12,000 3,969 4,500 ― ― 8,469 70.6
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10カ所 10カ所

1カ所 11カ所 31カ所 30カ所

花を活用した管理を行う道路残地箇所数（累計） － － －

59,300本

これまでの市民植樹祭での植樹本数（累計） 56,350本 74,388本 84,388本 92,388本 100,388本 100,350本

21 年 度 末
( 予 定 )

22 年 度 末
( 予 定 )

22 年 度 末
( 目 標 )

19 年 度 末
( 実 績 )

20 年 度 末
( 予 定 )

都市環境林面積（累計） 1,665ha 1,668ha 1,672ha

決定

2 白旗山の緑化 －

2

2
〔東雁来第2土地区画整理地区内〕土地活用率(宅
地建設など土地の利用が図られた割合)

19%

4

－

100回

20校 30校 30校

決定
(20年度)

達　　成　　目　　標　　の　　状　　況

1

平 成 20 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書

政 策 目 標 4

2

3

安全・安心で、人と環境にやさしい街

63,661本

水とみどりの保全・育成と創出

5.1km

2

4 〔公園緑地〕利活用促進のためのイベント等実施数 － 100回

4 〔校庭への〕植樹実施校数(累計) －

－ －

10校

重 点 課 題

37団体 41団体

施策

番号
項　　　　　　目

18 年 度 末
( 現 状 )

2

2

2 コミュニティガーデン設置数（累計） －

〔アマとホップのフラワーロード推進事業〕参加団体
数

12団体2

2

50団体 50団体

15回 42回 70回

45団体

10% 35%

未定
2,650m
230基

1,678ha

未定

3

1%3 豊平川貯留管の整備進ちょく率 －

〔東雁来第2土地区画整理地区内〕公園･緑地面積 1.4ha 1.4ha 2.4ha

都心部における水とみどりの空間 －

フラワーロードの延長、プランター（栽培容器）設置
数

5.3km

－

2,200m
130基

3,100m
230基

3,200m
230基

未定

17団体

5.5km 5.5km

35%

技術基準(案)策定 制度内容の検討 要綱等策定 要綱等策定

1

多自然川づくり整備延長 4.7km 4.8km

2
一家庭一植樹運動推進事業による植樹本数（累
計）

19,294本

3 地域独自の水環境目標設定数（累計）

他都市事例調査3 雨水流出抑制に関する要綱等の策定 －

公園緑地ボランティア登録団体数（累計） 31団体

4 〔国際演芸博覧会〕開催誘致の是非決定

1,675ha 1,678ha

33,661本 43,661本 53,661本

19団体 未定

21カ所

5カ所

－ 工事中

57,000㎡ 57,000㎡ 57,000㎡

15団体

工事中 1.9ha 1.9ha

30%

57,000㎡

〔丘珠空港〕緑地整備の推進（告示供用面積） 4.1ha 4.1ha 4.1ha 4.1ha 10ha 10ha

57,000㎡

－ － －

30%

6.3ha 6.3ha 10ha

22% 25% 28%

3件 3件

〔合流下水道改善における〕吐口対策実施済数（累
計）

6カ所 13カ所 17カ所 21カ所 24カ所 22カ所

－

（以下余白）
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施　設　（　サ　ー　ビ　ス　）　名

施策４ 水とみどりを楽しむ心の醸成

●市民・企業等の協働による公園緑地の利活用(イベント実施
等)
●森林・公園ボランティア活動の拡充・促進
●公園緑地落葉等のリサイクルのため、堆肥ヤード設置(2カ
所)
●国際園芸博覧会(花博)開催の検討について、基礎調査を
実施

●市民・企業等の協働による公園緑地の利活用(イベント実
施等)
●森林・公園ボランティア活動の拡充・促進
●仮称「落葉の貯金箱運動」の展開、堆肥ヤード設置　2カ所
●学校に児童生徒、保護者及び地域住民の協働により植樹
の実施(10校、100本)
●花博構想について、市民アンケート調査を実施し、その上
で開催誘致の是非を決定

18 年 度 末
( 現 状 )

19 年 度 末
( 実 績 )

20 年 度 末
( 予 定 )

21 年 度 末
( 予 定 )

22 年 度 末
( 予 定 )

22 年 度 末
( 目 標 )

重 点 課 題

19　年　度　(　実　績　)

みどりの保全・育成施策１

1 水とみどりの保全・育成と創出

20　年　度　(　予　定　)

主　　な　　取　　組　　内　　容

主　　な　　施　　設　　、　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　整　　備　　水　　準

●特別緑地保全地区取得　約1.1ha
●都市環境林取得　約4.4ｈａ

●協働による水生生物観察会や市民活動事例発表会の実
施
●水環境保全活動の実態把握
●豊平川雨水貯留管の実施設計
●合流式雨水吐口へのスクリーン施設の設置　４カ所
●雨天時の放流水質の改善に関する調査
●新たな開発における雨水流出抑制量の設定
●雨水流出抑制技術基準(案)策定
●札幌市河川環境基本計画の策定
●多自然川づくりによる散策路整備等の実施

●道路緑化推進事業(街路樹補植1,472本、桝拡大10カ所な
ど)
●一家庭一植樹運動推進事業による苗木配布　約10千本
●さっぽろふるさとの森づくり植樹祭　苗木3千本植樹
●コミュニティガーデン設置数　10カ所
●アマ＆ホップフェスティバルの支援、フラワーロードの延長
3,200ｍ
●創成川通緑地空間等実施設計
●白旗山スキーコース森林復元モニタリング調査
●丘珠空港緑地　用地取得、施設整備
●東雁来公園　サッカー場2面の整備

●特別緑地保全地区取得　約1.3ｈａ
●都市環境林取得　約3.6ｈａ

施策２ みどりの創出

●道路緑化推進事業(街路樹補植1,700本、桝拡大19カ所な
ど)
●一家庭一植樹運動推進事業による苗木配布　約10千本、リ
ラの花香る街づくり事業による植樹本数　約4千本
●さっぽろふるさとの森づくり植樹祭　毎日新聞社と共催によ
り苗木10千本植樹
●コミュニティガーデン設置数　1カ所
●アマ＆ホップフェスティバルの支援、フラワーロードの延長
3,100ｍ
●白旗山スキーコース森林復元工事、白旗山フェスティバル
●丘珠空港緑地　パークゴルフ場18ホールの先行供用開始

施策３ 水辺の保全・創出

●協働による水生生物観察会や市民活動事例発表会の実施
●水生生物調査ハンドブックの増刷・配布
●豊平川雨水貯留管の基本設計
●合流式雨水吐口へのスクリーン施設の設置　7カ所
●雨天時の放流水質の改善に関する調査
●雨水流出抑制の他都市事例調査
●雨水流出抑制に関する情報提供と意向把握(下水道パネ
ル展、下水道モニター制度)
●有識者による札幌市河川環境基本計画の検討会開催(4
回)
●多自然川づくりによる散策路整備や意見交換会等の実施

平 成 20 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街
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1 水とみどりの保全・育成と創出

平 成 20 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書

評　　　　価　　（　成　　果　） 課　　　　　　　　　題

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

重 点 課 題

施策４ 水とみどりを楽しむ心の醸成

　市民との連携等によるイベントを実施することで、市民が主
体となった公園緑地の利活用促進が図られた。
　また、ボランティア制度の見直しによって、より多くの市民参
加が可能となった。
　そのほかにも、国際園芸博覧会(花博)開催に係る基礎調
査・研究報告書が作成された。

　市民・企業と連携・協働による取組を進めるためには、市
民・企業のニーズを把握するとともに、活動のしくみや支援方
法の充実を図る必要がある。
　また、花博開催の判断においては経済的効果に加え、環境
保全などへの市民意識の向上効果なども検討する必要があ
る。

施策３ 水辺の保全・創出

　水辺とのふれあいの取組として、水生生物観察会等の実施
により、市民の水環境への関心の高まりや、市民交流の促進
がみられた。
　また、多自然川づくりを推進するため、札幌市河川環境基
本計画の構成案を作成したほか、吉田川において市民参加
で環境整備計画を策定した。
　このほか、水とみどりのうるおいのあるまちづくりを目指し、雨
水流出抑制について下水道モニター制度などによる情報提
供とアンケートを行い、市民の意向を把握することができた。

　水環境保全に関する情報の共有化や活動団体の連携を推
進するため、ネットワークの構築が必要である。
　また、札幌市河川環境基本計画や多自然川づくりによる河
川整備に市民意見を取り入れることにより、市民の関心を高
めていくことが必要である。
　そのほか、効果的な合流式下水道の改善技術や望ましい
雨水流出抑制量の設定方法の検討が必要である。

施策２ みどりの創出

　公園緑地の整備をはじめとして、市街地の街路樹の整備
や、公共施設の緑化のほか市民の協力のもと民有地の緑化
を進めた。このほか歩道美化事業やアマとホップのフラワー
ロードを始めとする市民と協働による花を活用した街の美化に
よって、コミュニティの醸成や、地域の個性をいかした活気あ
る街づくりを進め、「身近なみどりの満足度」につながった。
　このほか、市民参加のもと森づくりを行うことで、みどりの創
出に加え、市民の緑化・環境意識の高揚を図った。

　地域で緑化活動や森づくり、公園緑地整備などの取組に市
民がより参加できるようなしくみや支援を進める必要がある。
　また、みどり豊かなまちづくりには街路樹等の大径木の保護
育成や建築物における多様な緑化手法の導入が必要であ
る。

　特別緑地保全地区や都市環境緑地の取得により、重要な
樹林地を公有化することで、街から見える山並みや市街地に
点在する緑地の保全に努め、将来にわたり良好な都市環境
の形成、景観風致の維持が図られた。

　豊かな自然環境を維持するための財源確保が困難になっ
てきている。
　森林環境保全を積極的に推進するため、行政が主体となっ
て行ってきたみどりの保全・育成に係る制度や事業手法にと
どまらず、NPO、市民ボランティア、民間企業などの多様な主
体の活動にも重点を置き、その活動の支援や協働などにつ
いて検討を行い、地域に親しまれているみどりを適切に保全・
育成する必要がある。

施策１ みどりの保全・育成

今　　後　　の　　重　　点　　取　　組

市民・企業との連携・協働による公園緑地の整備、地域緑化の推進や森づくりのほか、公園緑地の利活用の促進に取り組
む。
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1 水とみどりの保全・育成と創出

項目１

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

平 成 20 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書

項目２

成　　果　　指　　標　　等　　の　　動　　向

地域の緑化活動への参加意識（単位：％）身近なみどりの満足度（単位：％）

重 点 課 題

項目３ 河川の水環境目標値（環境基準）の達成率（単位：％） 項目４ みどりに関わるボランティア登録団体数（単位：団体）

・「身近なみどりの満足度」「地域の緑化活動への参加意識」は目標数値を上回っており、みどりの保全・育成、創出による一
定の成果は見られた。今後も、協働によるみどりの保全・育成、創出を行うとともに、みどりを楽しむ心の醸成を推し進めること
で、今以上の市民のみどりに対する満足度を高めたい。

・「河川の水環境目標値(環境基準)の達成率」は目標の数値を達成しており、多様な生態系に配慮しながら、良好な水環境
の維持・回復を図るとともに、みどり豊かで清らかな水辺の創出による効果と考える。

・「みどりに関わるボランティア登録団体数」は着実に団体数を増加し、市民や企業などとの協働による公園緑地の利活用や
みどりに対する保全・創出活動の取組が堅実に広がりつつある。今後もボランティア登録団体の増加に取り組み、H22の目
標値達成を目指していく。

項目６

成　果　指　標　等　 か　ら　見　た　重　点　課　題　の　評　価

項目５

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1

62.1

50

0

10

20

30

40

50

60

70

H18
（現状値）

H19
（実績）

H20 H21 H22 H22
（目標値）

62.7

50

0

10

20

30

40

50

60

70

H18
（現状値）

H19
（実績）

H20 H21 H22 H22
（目標値）

100 100 100

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

H18
（現状値）

H19
（実績）

H20 H21 H22 H22
（目標値）

50 57

100

0

20

40

60

80

100

120

H18
（現状値）

H19
（実績）

H20 H21 H22 H22
（目標値）

0

0

0

1

1

1

1

H18
（現状値）

H19 H20 H21 H22 H22
（目標値）

0

0

0

1

1

1

1

H18
（現状値）

H19 H20 H21 H22 H22
（目標値）


